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、
欧
州
に
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わ
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家
の
近
く
は
か
つ
て
の
相
模
の
国
鎌
倉
郷
で
、
現
在
は
横
浜
市
戸
塚
区
、
そ
こ
に
あ
る
舞
岡
公
園
を
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
と
、
白
い
自
生
の
百
合
が
草
々
の
中
の
所
々
に
咲
い
て
い
る
。
確
か
、
鎌
倉
の
切
通
し

に
咲
い
て
い
た
野
生
の
百
合
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
魅
せ
ら
れ
て
、
欧
州
に
持
ち
帰
っ
た
と
、
う
っ
す
ら
覚
え
て

い
た
。
も
し
や
こ
の
花
も
関
係
が
あ
る
の
か
、
家
に
帰
っ
て
早
速
ネ
ッ
ト
検
索
し
た
。 

  

百
合
を
日
本
か
ら
持
ち
出
し
た
の
は
シ
ー
ボ
ル
ト
、
長
い
船
旅
で
傷
ん
だ
中
か
ら
生
き
残
っ
た
球
根
を
ベ

ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
植
物
園
が
引
き
受
け
た
。
そ
こ
で
育
ち
開
花
し
た
百
合
は
ル
ビ
ー
や
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う

に
美
し
い
と
評
判
に
な
っ
た
。
白
い
百
合
は
欧
州
で
は
聖
母
マ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
「
マ
ド
ン
ナ
・
リ
リ
ー
」

と
し
て
描
か
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
欧
州
で
は
自
生
し
て
お
ら
ず
容
易
に
手
に
入
る
花
で
は
な
か
っ
た
。 

 

幕
末
に
欧
州
に
紹
介
さ
れ
た
百
合
は
、
明
治
二
〇
年
頃
か
ら
鎌
倉
の
山
ユ
リ
や
サ
サ
ユ
リ
の
球
根
が
高
価

な
輸
出
品
と
し
て
横
浜
港
か
ら
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
横
浜
山
下
町
や
元
町
の
異
人
館
に
居
を
構
え

た
貿
易
商
が
欧
州
に
輸
出
し
た
。
当
時
百
合
は
生
糸
、
茶
に
次
ぐ
輸
出
品
で
あ
っ
た
。
輸
出
商
社
の
一
つ
の

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
社
は
百
合
を
求
め
て
、
関
東
一
帯
の
み
な
ら
ず
、
沖
永
良
部
島
ま
で
探
索
し
、

買
い
付
を
行
っ
た
。
一
方
地
元
で
は
同
社
の
副
社
長
に
大
地
主
の
角
田
助
太
郎
を
迎
え
、
地
元
の
鎌
倉
、
玉

縄
で
百
合
の
球
根
の
栽
培
を
行
わ
せ
、
さ
ら
に
近
郊
一
帯
に
百
合
の
球
根
の
栽
培
を
広
げ
た
。
バ
ン
テ
ィ
ン

グ
社
は
輸
入
し
た
球
根
を
ロ
ン
ド
ン
近
く
の
倉
庫
で
保
管
し
て
、
丁
度
イ
ー
ス
タ
に
合
う
よ
う
に
開
花
さ
せ

聖
花
と
し
て
高
価
で
販
売
し
た
。
一
方
、
角
田
は
百
合
の
輸
出
で
財
を
成
し
、
百
合
御
殿
を
建
て
た
。
し
か

し
、
昭
和
に
な
る
と
、
米
国
で
も
百
合
の
栽
培
が
可
能
に
な
り
、
バ
ン
デ
ィ
ン
グ
社
の
百
合
事
業
は
終
わ
り

に
な
っ
た
。 

 

時
を
経
て
、
昭
和
三
七
年
に
開
館
し
た
神
奈
川
県
立
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
（
現
在
は
日
比
谷
花
壇

大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
衣
替
え
し
た
）
輸
出
用
の
百
合
の
栽
培
に
力
を
入
れ
、
一
時
期
に
百
万
球
以
上

の
輸
出
実
績
を
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
も
栽
培
育
成
の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

  


